仕様書１
輸出ターゲット国・地域や新たな輸出国・地域の開拓に向けた
市場調査及び課題解決に向けた実証等

1. 事業名
· 主な海外市場でのコメの用途別訴求の受容性調査・実証

2. 事業目的
· 海外市場で一般消費者がより日本産米を買いやすくするための仮説として考えられる「寿司向け」「おにぎり向け」など用途別の表示がどの程度効果的であるかを検証する。

3. 前提条件
（1） 対象品目：精米(用途別表示を行うこと)
· 単一銘柄、ブレンド米は問わない。
（2） 事業の基本ステップ
ステップ①「調査・実証方法の検討会」６～9月
· 実証に先立ち、日本国内の、米の輸出、販売事業者を集め、実証の候補国・地域の選定、当該仮説の確認と実証方法全体の設計、実証のためのテスト販売の仕様を話し合う。
ステップ②「受容性調査・実証の実施国・地域の決定」8～9月
· ステップの①で検討した中から国・地域、調査・実証方法を決定。
ステップ③「テスト販売による実証」10月上旬以降
· ステップ①及び②の結果をもとに現地での「寿司向け」「おにぎり向け」の表示を行った精米のテスト販売を実施し、調査・実証を行う。

4. 事業内容
（1） 検討会に参加する事業者の募集
· 検討会は、対面及びオンラインでの実施を基本とし、集合しやすい会議室を手配し、数回に渡って実施。
· 参加メンバーは、日本産米の輸出、流通、販売に関わっている事業者。オブザーバーとして、農林水産省の関連部署のスタッフも参加を想定。
· 参加メンバーへの候補選定については、全米輸及び農林水産省と協議の上決定する。
· 参加メンバーは10社程度を想定。


（2） 検討会の実施・運営
· 個々の会議の日程調整、会場確保・設営、参加案内、進行等の運営を行う。
· １回／月、3か月、５回程度、東京都内での実施を前提とする。
· 検討内容は、仮説の有効性について、実証計画全体の作成、用途別訴求の方法・パッケージデザインへの反映方法、実証のためのテスト販売の方法(商品、チャネル、陳列等)の設計など。
（3） 現地でのテスト販売に協力する全米輸会員企業の募集 、精算業務
· 検討会に参加した全米輸会員をメインに、現地でのテスト販売に協力する会員を募集。
· 検討結果に基づき、テスト販売する商品のパッケージの作成・変更を依頼し、そのために発生する費用(デザイン料、版下作成代、フィルム代、印刷代等)の調整・精算業務。
· 新たなパッケージのデザインは、参加会員にゆだねるが予算・日程の枠を設定して実施。「全米輸ロゴマーク」の追加も必須とする。なお、シールでの対応も可とする。
（4） テスト販売チャネルとの調整・実施
· 検討会の結果に準じたテスト販売方法に合わせ、現地の小売店やEC店と調整し、２か月程度のテスト販売を行う。
· 販売データや、販売側・購入者の定性評価を収集し、用途別訴求の有効性、有効性に上げ下げする要素・要因を把握する。
· 事業の詳細については、事務局との相談の結果、変更する場合がある。
· 検討会(事業内容(1).(2))、もしくはテスト販売(事業内容(3).(4))を別途再委託する形での提案も可能。

5. 事業報告
（1） 速報版の作成：事業終了後１か月以内に速報版（事業概要、参加者、バイヤー等、状況のわかる写真、成約見込み金額等）を提出すること。合わせて、全米輸HPに掲載する資料として英語翻訳版も作成し、提出すること。
（2） 事業報告書の作成
· ４で実施した内容と、商談結果（成約見込み金額等）をとりまとめるとともに、今後の輸出拡大に向けた詳細な提言を盛り込むこと。
· ２月中旬に最終版が確定できるように作成すること。
· ３月中旬には、上記を抜粋・圧縮した簡易版(A4縦５ページ程度以内)も作成すること。

6. 履行期間 
契約締結日から2027年3月19日まで 
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